
 

２３．就労を目指す精神障がい者におけるインターネット依

存傾向と精神的健康との関連 

     ○芳賀 大輔 （NPO法人日本学び協会ワンモア豊中） 

      田中 寛之 （大阪公立大学医学部リハビリテーション学科） 

      小川 泰弘 （森之宮医療大学総合リハビリテーション学部作業療法学科）                                             

 

【研究目的】 

インターネットへの依存は, 睡眠不足や昼夜逆転などの精神健康面・生活面への悪影響が

懸念されている。特に、精神障がい者にとって依存によりもたらされる悪影響は、就労を

阻み、社会への参加の阻害にもなりえる。以上より、本研究では、インターネットの依存

が精神障がい者の精神健康や就労・生活面に対するおよぼす影響を明らかにすることを目

的として、これらの相互関連性を調査する。 

  

【研究の必要性】 

近年、パソコンやスマートフォンの普及に伴い、Social Network Service (SNS)やオンラ

インゲームなどへの依存が国際的な社会問題となっている。今後、このインターネット使

用に関する問題は、単なる個人の趣味嗜好の問題ではなく、精神障がい者の精神的健康や、

就労・生活面の支援対象としても考慮される必要がある。インターネット依存は不眠や抑

うつなど精神的な健康問題との関連が指摘され（Makino, et al., 2017）、実際に、臨床場

面においても就労移行支援事業所に通所されている精神障がい者の中には、発達障害を持

ち、 睡眠や生活リズムの乱れなど生活面の課題があるケースも多い。つまり、精神障がい

者の就労、社会参加促進のためには、インターネット依存と精神的健康との関連性を明ら

かにしたうえで、介入・支援方法を検討することが必要といえる。 

【研究計画】 

１） 対象者 

 本研究は、就労移行支援施設 Aに通所している精神障がい者を対象とした。選定基

準として、研究対象者数：100 名 年齢層・性別：条件なし、選定方針は研究者らに

より本人に, 文書および口頭で研究の目的と内容を説明したうえで, 書面によって

研究参加への同意が得られた者とした。この研究について、森之宮医療大学の研究倫

理委員会において承認を得て実施された（承認番号 2022-081)。 

２） 実施する評価指標（収集データ） 



(1)基本アンケート:基本情報（年齢、性別、発症年齢、服薬等）、インターネット使

用時間と場面、利用サービスのアンケート 

(2)インターネット依存：Internet Addiction Test;IAT 

(3)精神健康：General Health Questionnaire12;GHQ12 

(4)睡眠：Pittsburgh Sleep Quality Index;PSQI 

［統計解析］ 

・基本情報および各種評価指標の記述統計を算出し, 相関分析を実施する。 

・対象者をインターネット依存疑い群と正常群に分け, 各評価指標得点の相違について 

二元配置分散分析を実施する。 

【実施内容・結果】 

１） 対象者の属性 

本研究では、100 名の方に研究協力をいただき、うち 78 名が調査に必要な書類への記

入を完遂した。対象者 78名の基本属性については、以下の図表の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） インターネット依存の有無とスマートフォンの使用時間 

 先行研究 1,2に従い、IATスコア 50以上のものを「インターネット依存あり」と定義

した。その結果、対象者の 19％にインターネット依存があることが明らかとなった（図

１）。またスマートフォンの使用時間について、インターネット依存ありのグループの

約 80％が 1 日 3 時間以上スマートフォンを使用していると回答した。一方で、インタ

ーネット依存なしのグループにおいては、1日 3時間以上スマートフォンを使用してい

ると回答した人は 50％程度であった。 

 

性別（男性:女性） 51:27

年齢 37.2±10.7

発症年齢 29.9±11.7

スマートフォン
使用時間

　1時間未満 6(7.7%)

　1〜3時間 30(38.4%)

　3〜5時間 15(19.2%)

　5時間以上 27(34.6%)

IAT 39.6±13.0

GHQ-12 28.9±6.3

PSQI 7.4±3.6

対象者の基本属性と質問紙のスコア



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） インターネット依存と睡眠、精神的健康の関連（単純相関） 

 IAT と PSQI、GHQ12 の散布図を以下に示す（図２）。IAT と PSQI、GHQ1 のスコアに有

意な相関が確認された。相関係数はそれぞれ、0.276(p<.05), 0.317(p<.01)であった。

インターネット依存のスコアが高いほど、睡眠が悪く、精神健康度が低いことが示さ

れた。 

 

 

４） インターネット依存と睡眠、精神的健康の関連（多変量解析） 

 精神健康（GHQ12）を従属変数、インターネット依存（IAT）、睡眠変数（PSQI）を独

立変数とした重回帰分析（強制投入法）を行なった結果、睡眠が精神健康を有意に予

測したが、インターネット依存は有意ではなかった。また、精神健康を従属変数、イ

ンターネット依存の有無（IAT≦50）、睡眠変数（PSQI＜6）を２要因とした二元配置分

散分析を行なった結果、睡眠の主効果が示されたが、インターネット依存の主効果は

有意ではなく、交互作用も確認されなかった。 

 

 



 

 

 

【考察と今後の課題】 

本研究は、インターネットへの依存が精神障がい者の精神健康や生活面に対する影響を調

査することを目的としている。結果は、被験者の約 20％にインターネット依存の可能性が

あることが示された。またインターネット依存の可能性の高いグループの約 80％が 1 日当

たり３時間以上スマートフォンを使用しており、インターネット依存の可能性の低いグル

ープに比べ長時間スマートフォンを使用していることが示唆された。 

インターネット依存と睡眠、精神的健康との関連性について単変量解析を行ったところ、

依存スコアが高いほど睡眠が悪く、精神的健康状態も低いことが示された。これは先行研

究と一致している 3,4,5。しかしながら、精神的健康を従属変数とした多変量解析においては、

睡眠のみが有意な予測変数であり、インターネット依存は有意な関連性を示さなかった。 

 これらの結果は、インターネット依存が精神的健康に直接的な影響を与えるわけではな

い可能性を示唆している。睡眠の低下が精神的健康に悪影響を及ぼし、それがインターネ

ットの過度な使用や依存を引き起こす可能性が考えられる。依存症における仮説の一つで

ある「自己治療仮説」では、依存症の本質を「快楽の追求」ではなく、その行為や物質使

用による「心理的苦痛の減少・緩和」であると捉える 6。今後はそのような視点を含め、精

神障害者のインターネット依存の問題を明らかにしていくことが求められる。 
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【経費使途明細】 

              使  途 金 額 

消耗品費：（GHQ 評価用紙、アンケート記入用ペン、データ保存用 SSD、

インク、そのほかアンケート印刷用の用紙） 

謝金：対象者への謝礼（QUO カード 1000*100 人分） 

郵送費：対象者へのアンケート郵送費（レターパックライト） 

旅費・会議費：打ち合わせ会議のための旅費および対象者への結果説明 

106305円 

 

100000 円 

40700円 

53500円 

 

合  計 300,505円 

大同生命厚生事業団助成金 300,000 円 

 


